
衝突と作用・反作用　標準問題　解説
中学3年 理科｜理科ラボ（オリジナル問題）｜全8問・100点

問1　答え：イ（いつも同じ大きさ）

2つの力は作用・反作用なので、ぶつかっている間のどの瞬間でも、同じ大きさ・反対向きです。

よくあるまちがい：ぶつかる場面でも、作用と反作用は同じ大きさ。

問2　答え：ウ（はたらかない）

押す力は、ふれ合っている間だけはたらきます。はなれたあとボールが進むのは、慣性によるものです。

よくあるまちがい：ふれ合う力（押す力）は、はなれると0になる。

問3　答え：ア（2つとも大きくなる（同じ大きさのまま））

速くぶつかると押し合う力は大きくなりますが、2つの力はいつも同じ大きさです。

よくあるまちがい：大きくなっても、作用＝反作用。

問4　答え：イ（同じ大きさ）

ぶつかり合う力は作用・反作用なので同じ大きさです。質量の小さい軽自動車の方が、動きの変化は大き

くなります。

よくあるまちがい：「被害の大きさ」と「力の大きさ」を区別する。

問5　答え：40N

考え方

1. 作用・反作用は同じ大きさなので、40N

よくあるまちがい：反作用は作用と同じ大きさ。

問6　答え：ウ（2人とも反対向きに動く）

押し合う力は作用・反作用で、2人はそれぞれ相手から反対向きの力を受けるので、はなれる向きに動きま

す。

よくあるまちがい：押した人も、反作用を受けて動く。

問7　答え：イ（かべがボールを押す力（反作用））

ボールがかべを押す力（作用）に対し、かべがボールを押し返す力（反作用）で、ボールははね返ります。

よくあるまちがい：はね返すのは、かべから受ける力。

問8　答え：下の例

バットがボールを押すと同時に、ボールもバットを同じ大きさで押し返す（反作用）。その力がバットを通

して手に伝わるので、手がしびれる。

採点のポイント：バットがボールを押す力の反作用で、ボールがバットを押す／その力が同じ大きさで、バ

ットから手に伝わる

よくあるまちがい：ボールだけに力がはたらくのではなく、バット（と手）にも反作用がはたらく。
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